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原子の2原子干渉

2010.2.3ランチミーティング

担当：鳥井

独立な2つのBECは干渉するか？
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＜コヒーレント状態の場合＞

＜粒子数状態の場合＞
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アンダーソンの思考実験
P.W. Anderson, in The Lesson of Quantum, 

(Elservier, Amsterdam, 1986) pp. 23-33. 

• 離れた2つのバケツ内の超流動体をつなぐと、

ジョセフソン流は流れるか？

)(rJ φ∇∝
m

超流動体A 超流動体B？

独立なBECの作り方

強く絞った非共鳴光（514nm）

（共鳴波長は589nm）

磁気トラップされたNa原子
非共鳴光強度

大原子集団の非破壊イメージ

Andrews, Townsend, Miesner, Durfee, Kurn, Ketterle, Science 275, 589 (1997)
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Andrews, Townsend, Miesner, Durfee, Kurn, Ketterle, Science 275, 589 (1997)

Andrews, Townsend, Miesner, Durfee, Kurn, Ketterle, Science 275, 589 (1997)

独立なBEC間の干渉
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The Feynman Lectures on Physics vol. III 
Chap.4 (Identical Particle)

• もし既にボース粒子がある状態に存在して
いるなら、次のボース粒子を同じ状態に得る
確率は、（既にボース粒子が存在していない
場合の）2倍になる

粒子a、bが同じ場所で観測される確率は、
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：ボソンa（b）が状態１，２に散乱される確率振幅)( 2,12,1 ba

異種粒子：

同種粒子：

aaa ≡= 21 bbb ≡= 21（ 、 ）

２光子干渉実験

ビームスプリッター

a
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光子a が検出器１で検出される確率振幅：

光子a が検出器２で検出される確率振幅：

光子b が検出器１で検出される確率振幅：

光子b が検出器１で検出される確率振幅：

211 =a

212 =a

211 =b

212 −=b

検出器１，２が同時に光子を検出する確率は、

最初に検出された光子の検出結果によって、次に検出される光子の検出
結果が左右される！

{ }>+>>= 2121 0,2|2,0|
2
1|出力つまり、
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演算子（ハイゼンベルグ表示）
を使った説明
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Beam splitter operation

Bunching
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2つの１原子状態間の干渉
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原子が検出器１と検出器２で検出される確率

密度演算子の期待値


